
奥州藤原氏は中国との交易も

行っていましたが、必ず京都を

通したものではありませんでし

た。その交易で多くの文物や陶

磁器が輸入されました。

中尊寺の文化財

◆一関出張所管内を流れる東北地方で一番大きい北上川は、平泉文化が栄えた背景に深く関わっていたことをシリーズ化してご紹介しています。

もう つう じ ぞう えい

編集後記

※北上川学習交流館 あいぽーと展示資料より
※バックナンバーはこちら http://www.thr.mlit.go.jp/iwate/syuttyoujyo/itinoseki/2020/2020_ichinoseki.htm
第1弾 NO.467 第2弾 NO.468 第3弾 NO.470 第4弾 NO.478 第5弾 NO.479 第6弾 NO.480 第７弾 NO.482 第8弾 NO.486

平泉の出土品
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中国から平泉へ直接
の交易もあったと考
えられています。

奥州藤原氏は、「浄土」をこの世に再現するという独特の文化

を築くため、京都をはじめ各地の文化を取り入れました。

中尊寺には平安時代後期の第一級の文化財が数多

く伝えられています。建築物を除く国指定文化財は、

国宝7件、重要文化財13件、総数3,000点以上に

ものぼります。

中国から平泉へ

平泉の仏像

平泉にある多くの仏像のほとんどは、京都とつながりがある

と考えられています。
平泉では、柳御所遺跡をはじ

めとする数々の遺跡から多くの

出土品があり、平泉より遠く離

れた場所で作られた物も、たく

さん出土しています。

◎京都で造られた仏像が、舟運により平泉に運ばれてきた。

◎京都から平泉に、仏師を招いて仏像を造られた。

・・・などの諸説があります。

金色堂の隣にある讃衡蔵に安置され
ている仏像は「丈六仏」と呼ばれてお
り、「一丈六尺（約4.8m）の身長の
仏様」という意味です。

この仏様は座っているので、座高は
身長の半分くらいですが、それでも約
2 .4mほどもあります。

じょうろくぶつざぞう

あ み だ にょらい やくしにょらい

さんこうぞう

こんなに大きく重い荷物、陸
で運んだら大変じゃよ。北上川
があって良かった～

仏像のことは実ははっきり
わかっていないのだよ。

愛知県渥美半島で作ら
れた陶器で、渥美産の
大甕としては最大。

渥美大甕
（柳之御所遺跡出土）

高さ 90.4cm
推定口径 54.0cm

渥美大甕
イメージ

あつみおおがめ

金色堂内陣中央壇

丈六仏座像

（中央が阿弥陀如来、両脇が薬師如来）

写真：中尊寺所蔵

写真：中尊寺所蔵

北上川学習交流館 あいぽーと周辺の数本の桜が開花していました。秋から咲く桜も
あるそうです。あいぽーとを訪れた際は探してみてはいかがでしょうか。（よ）
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